
高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けることが
できるよう、高齢者を地域で支え合うための体制づくりを推進
する事業です。
茅ヶ崎市では、この事業を「ささえ愛♡ちがさき」という愛称で
呼んでいます。

ささえ愛♡ちがさき通信
（茅ヶ崎市生活支援体制整備事業）

ささえ愛♡ちがさきとは・・・
（茅ヶ崎市生活支援体制整備事業）
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胴上げ型
1965年

少子高齢化が急激に進んでいることから、団塊の世代が全て後期高齢者となる２０２５年
に備え、地域で高齢者を支え合う体制が必要とされています。
そこで、日常生活で手助けが必要な高齢者等を支える体制を構築するために「生活支援体
制整備事業」が全国の市町村で実施されています。

①生活支援体制整備事業が必要な理由

●高齢者を支える状況の変化
騎馬戦型

2012年
肩車型
2050年

（出典）内閣府「明日の安心社会保障と税の一体改革を考える」

６５歳以上１人に対して
２０～６４歳は９．４人

６５歳以上１人に対して
２０～６４歳は２．４人

６５歳以上１人に対して
２０～６４歳は１．２人

②支え合いの仕組みづくりを進めるために

●地域支え合い推進員とは

地域支え合い推進員

●地域における支え合いを実現するために、課題の把握や
資源（ヒト・モノ・コト）探しなどの活動をしています。

●茅ヶ崎市には地域支え合い推進員がいます。
・13地区 ･･･ 茅ヶ崎市社会福祉協議会の地区担当職員
・市全体 ･･･ 茅ヶ崎市高齢福祉介護課の職員

地域の支え合いの仕組みづくりの推進役
として「地域支え合い推進員」がいるので
気になることがあれば連絡がほしいぞよ！



高齢者の
困りごと

解決方法

高齢者の困りごとや解決策を皆さんと一緒に考え、
支え合いを実現したいぞよ！
支え合い推進員が皆さんと一緒に頑張るぞよ！

地区の現状

必要な資源
（ヒト・モノ・コト）

③高齢者の困りごとを把握するための活動
地域に暮らす高齢者の支援を考えるために、日常での困りごとを把握する必要があります。
茅ヶ崎市ではその第一歩として、高齢者の「外出」に関するアンケート調査を行い、調査結果
を活用しやすいようにまとめました。

●外出に関するアンケート調査結果
【市域版】 【地区版】 地区ごとに特徴があって面白いぞよ！

ぜひアンケート調査結果を見て、皆さん
の考えや思いを教えてほしいぞよ！

ささえ愛ちがさき 外出に関するアンケート WEBで検索！

④皆さんと共に地域での支援を考え、取り組む

茅ヶ崎市役所高齢福祉介護課と茅ヶ崎市社会福祉協議会の
窓口で配布しています。お気軽にお問合せください。



高齢者の困りごとの解決に必要な
ヒト･モノ･コトを持ち寄って一緒
に考えたいぞよ！

0467-85-9650
茅ヶ崎市社会福祉協議会（地区担当）

何か思いつくものがありましたら
私たち推進員にお声かけください！

地域の自治会の集まりでアンケート調査結果の
ことを説明しに来てもらえるかしら。

退職してちょっとなら時間がとれそうだ。
家の近くでボランティアはできるかな？

私たちの活動は参加している皆さんから好評なのよね。
他に活動をしている方の参考になるかしら？

昼間は車を使わないなぁ・・・
車を使って地域に協力できることはあるだろうか？

貸家が空いているから、地域の集まりなどに使って
もらえると嬉しいわ。

たとえば・・・
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